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さきばる
さいごまで きあいをいれて ねばりづよく がんばる子ども の育成

９月７日（火）に緑化活動でポインセチアを
植えました。児童生徒・職員みんなで取り組み
ました。きれいな学校になるように水やり等の
管理作業をしっかり行っていきたいです。

10/５ (火) はあごろ太鼓

10/６ (水) スクールカウンセラー教育相談

10/ 7 (木) 特認校体験入学（１日目）中止

10/ 8 (金) 特認校体験入学（２日目）中止

10/ 8 (金) ALT来校 校内スピーチコンテスト

10/ 9 (土) 土曜授業 はあごろ太鼓

10/12 (火) 中間テスト（中）

10/13 (水) 中間テスト（中）

10/15 (金) ALT来校 はあごろ太鼓

10/22 (金) 学習発表会リハーサル

10/24 (日) 学習発表会

10/25 (月) 振替休日

10/27 (水) ALT来校

10月23日（金）

「親子読書の日」
親子で本に親しみ，本
を通じて親子が共有す
る時間をもちましょう。

９月１日（水）に２学期が始まりました。長い夏休みを終えて，元気な声が学校に戻
ったきました。学校では新型コロナウイルス感染症の拡大予防対策をとりながら，教育
活動を開始しました。始業式では，小中学校のそれぞれの代表者が夏休みの反省と２学
期の抱負を述べました。校長先生から，『コロナ禍ではありますが感染症対策をとり頑張
っていきましょう』というお話がありました。始業式の後，南日本硬筆展の表彰があり
たくさんの児童生徒が受賞しました。

９月６日（月）に田中先生が中学生を対象に「総

合的な学習」の研究授業を行いました。『「崎原を

発信」～炭の魅力を伝えるＣＭ（コマーシャル）

づくり～』の単元名で行われ，生徒４名は積極的

に発表しました。その後，授業研究を行いました。

９月７日（火）に鹿児島大学の学生と遠隔授業

で交流を行いました。コロナウイルス感染症拡大

予防のため，小学校３・４年生と中学３年生の２

つの学級で実施しました。とても有意義な交流が

できました。

同心協力
～紅い太陽と白い雲 みんなの思いはノーディスタンス～

て ぃ だ

校 長 長﨑 克則
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爽秋の候，皆様におかれましては，御清祥のこととお喜び申し上げます。
さて，先日開催いたしました第 回崎原小中学校秋季大運動会に際しましては，74
御多用中にもかかわらず温かい御声援を賜り，誠にありがとうございました。
本年度も，この項の一番上に運動会のスローガンを掲げてみました。それは，今

回の運動会開催に際しても多くの地域の皆様の御支援や御厚意をいただいているこ
とに改めて感謝しなければ･･･，と考えているからです。

， ，畠山建設様によるグラウンド整地作業 ＰＴＡ・地域の皆様による会場準備等々
多くの皆様の御厚意を賜りました。
新型コロナウイルス感染症対策・熱中症予防対策と両立させながらも学校と地域

が一体となった運動会が開催できましたことに深く感謝いたします。
今後とも，本校の教育に一層の御理解と御支援を賜りますようお願い申し上げま

す。皆様方のますますの御健勝をお祈り申し上げます。

崎原日誌学校ブログ【崎原日誌】より

本年度も本校の運動会「開会式」
で【奄美体育の歌】を位置づけまし
た。
※今年は音楽だけ流しました。

【奄美体育の歌】をプログラムに位
置づけた理由は次のような経緯や背
景があるからです。

年（昭和 年）より奄美群島1946 21
はアメリカ軍政府の統治下に置かれ
ていました。

このような時期，本土復帰運動の
一環として「奄美体育連盟」が 「奄，
美体育の歌」を公募し，応募作品の中から佐伯植美氏（大高一部教諭）の
歌詞と折田泉氏（大高教諭沖永良部島出身）による曲が採用され， 年: 1951
(昭和 年 「奄美体育の歌」として発表されました。26 ）

この「奄美体育の歌」をあらゆる体育行事で歌うことを通して，群島民
に希望と元気を与え，復帰運動の気運を高めたという背景を大切にしたい
と思います。




